
標準的な予防接種スケジュール

※令和６年４月１日改訂版

次の接種までの間隔

♦・・・不活化ワクチン

♦・・・生ワクチン 【４週間】の間隔で他のワクチンが接種できます。

【２週間】の間隔で他のワクチンを接種できます。

♦肺炎球菌①

♦Ｂ型肝炎①

♦五種混合① （四種混合①+ヒブ①）

♦ロタテック① ≪生後１４週６日までに接種が推奨≫

２ヵ月

３ヵ月
♦肺炎球菌②

♦Ｂ型肝炎②

♦五種混合② （四種混合②+ヒブ②）

♦ロタテック②

４ヵ月
♦肺炎球菌③

♦五種混合③ （四種混合③+ヒブ③）

♦ロタテック③ ≪生後３２週０日までに接種≫

５ヵ月

♦ＢＣＧ ≪生後５ヵ月から８ヵ月が接種推奨期間≫

７～８ヵ月頃

♦Ｂ型肝炎③≪Ｂ型肝炎①から約５ヵ月後≫

※Ｂ型肝炎の無料期間は０歳児のみです

１歳
♦ＭＲ① ♦水痘① ♦おたふく①【自費】

♦ヒブ（追加）≪ヒブ③より７カ月以上経過後≫

♦肺炎球菌（追加）≪１歳以上で肺炎球菌③より６０日以上経過後≫

♦五種混合（追加）≪五種混合③より半年以上経過後≫

※５種類同時接種が可能です。

同時に接種しない場合は左下の「接種までの間隔」をご確認ください。

１歳６ヵ月
♦四種混合（追加）≪四種混合③より１年～１年半経過後が推奨≫

♦水痘②≪水痘①より６ヵ月経過後≫

※同時接種が可能です。

３歳
♦日本脳炎①（１期１回目）

♦日本脳炎②（１期２回目）

４歳
♦日本脳炎③（1期追加）

就学前（年長）

♦ＭＲ②

♦おたふく②【自費】

学童期以降

♦日本脳炎④（２期） →９歳～１２歳

♦二種混合（ＤＴ）※ジフテリア・破傷風ワクチン →１１歳～１２歳

♦子宮頸がん①～③（女子のみ） →小６～高１

≪子宮頸がんは接種ワクチンや年齢により回数が違う場合があります≫

４週間以上あける

４週間以上あける

４週間あける

Ｂ型肝炎①より約５ヵ月後

２週間あける

約半年後

日本脳炎②より１年後


